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　本論文は，地震勤のフーリエ振帽及びフーリエ位相に反映される震源・伝播・地盤牲匠を組織的・合理的に考慮すること

が可能な筒使で実用的な設計用模擬地震勤作成手法を提案したものであり，以下の６章から構成されている｡

　1章は序論であり，研究の背景を整理して本研究の位置付けを明確にするとともに，研究の目的と論文の概要について述

べている｡

　2章では，隣り合う成分波に関するフーリエ位相の差（位相差分）が「うなり」の概念と関逓していることに基づき，波

形の重ね合わせという筒明な手法を用いて，位相差分牲匠と地震勤経時牲匠の類似性に関する理論的背景を明らかにしてい

る。また，すべての位相差分が一様であるようなフーリエ位相を有する時刻歴は振帽牲匠に依存せずパルス波となることを



れるフーリエ振幅を組み合わせて模擬地震動を合成するものでありご1)これらの牲匪を独立して合理的に決定できるに2)広

帯域の模擬地震動を一貫した考えに基づき容易に作成できる，(3)プレート境界地震と内陸直下地震に対して統一的に適用で

きるという特徴を有している。

　６章は結論であり，本研究で得られた成果を総括している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨

　本論文は，地震勤のフーリエ振帽及びフーリエ位相に反映される震源・伝播・地盤牲匠を組織的・合理的に考慮すること

が可能な簡使で実用的な設計用模擬地震勤作成手法を提案したものであり，得られた主な成果は次の通りである｡

　1．振帽牲匠と位相牲匠という２個の要因と，震源・伝播・地盤牲匠という３個の要因から成る計引固の構成要素を規定

　　　することにより，時刻歴波形の有する性質をこれら引固の牲匠と関逓付けて模擬地震勤を作成することができること

　　　を明らかにした｡

　2．振勤数域において隣接するフーリエ位相の差を位相差分として定義し，位相差分牲匠と震源・伝播・地盤牲匠の関係
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